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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ メ ラ ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 カ メ ラ ユ ニ ッ ト を チ ル ト 回 転 可 能 に 支 持 す る 一 対 の 支 持 部 材 と 、
　 前 記 一 対 の 支 持 部 材 を 支 持 す る 固 定 部 材 と 、
　 前 記 一 対 の 支 持 部 材 の 一 方 に 配 置 さ れ 、 前 記 カ メ ラ ユ ニ ッ ト を チ ル ト 方 向 に 回 転 駆 動 さ  
せ る 駆 動 部 材 と 、
　 前 記 一 対 の 支 持 部 材 の 他 方 に 配 置 さ れ る 発 熱 部 材 と 、
　 前 記 駆 動 部 材 が 配 置 さ れ て い る 前 記 支 持 部 材 を 覆 う 第 １ の カ バ ー 部 と 、 前 記 発 熱 部 材 が  
配 置 さ れ て い る 前 記 支 持 部 材 を 覆 う 第 ２ の カ バ ー 部 と 、 を 有 す る カ バ ー 部 材 と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 は 、 外 部 か ら の 空 気 が 流 入 す る 第 １ の 開 口 と 、 前 記 第 ２ の カ バ ー 部  
の 内 部 の 空 気 が 外 部 に 流 出 す る 第 ２ の 開 口 と を 有 し て お り 、
　 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 第 ２ の 開 口 か ら 流 出 し た 空 気 が 流 入 す る 第 ３ の 開 口 と 、 前 記 固 定  
部 材 の 内 部 の 空 気 が 外 部 に 流 出 す る 第 ４ の 開 口 と を 有 し て お り 、
　 前 記 発 熱 部 材 は 、 前 記 第 １ の 開 口 か ら 前 記 第 ２ の 開 口 へ 流 れ る 空 気 の 流 路 付 近 に 配 置 さ  
れ 、
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 の 内 部 は 、 前 記 固 定 部 材 の 内 部 の 空 気 が 流 入 す る こ と を 抑 制 さ れ て  
い る こ と を 特 徴 と す る 、 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 発 熱 部 材 は 、 前 記 第 １ の 開 口 か ら 前 記 第 ２ の 開 口 へ 流 れ る 空 気 の 流 路 上 に 配 置 さ れ  

請求項の数　8　（全10頁）　最終頁に続く
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て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 開 口 か ら 前 記 第 ２ の 開 口 へ 空 気 が 流 れ る よ う に 形 成 さ れ た ダ ク ト を 、 さ ら に  
備 え 、
　 前 記 発 熱 部 材 は 、 前 記 ダ ク ト の 外 に お い て 前 記 ダ ク ト に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ る こ と  
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 固 定 部 材 の 内 部 に 配 置 さ れ る 固 定 発 熱 部 材 を 、 さ ら に 備 え 、
　 前 記 固 定 発 熱 部 材 は 、 前 記 第 ３ の 開 口 か ら 前 記 第 ４ の 開 口 へ 流 れ る 空 気 の 流 路 上 に 配 置  
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 固 定 部 材 の 内 部 に 配 置 さ れ る 固 定 発 熱 部 材 と 、
　 前 記 第 ３ の 開 口 か ら 前 記 第 ４ の 開 口 へ 空 気 が 流 れ る よ う に 形 成 さ れ た ダ ク ト と 、 を さ ら  
に 備 え 、
　 前 記 固 定 発 熱 部 材 は 、 前 記 ダ ク ト の 外 に お い て 前 記 ダ ク ト に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ る  
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 固 定 部 材 の 内 部 に は 、 フ ァ ン が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 発 熱 部 材 は 、 電 気 部 品 も し く は 回 路 基 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の  
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 支 持 部 材 を パ ン 回 転 可 能 に 支 持 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
乃 至 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 撮 像 装 置 の 冷 却 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 撮 像 装 置 の 高 機 能 化 ・ 高 性 能 化 に 対 す る 要 望 は 強 ま り 、 装 置 の 消 費 電 力 、 発 熱 量  
は 増 大 傾 向 に あ る 。 高 温 環 境 下 に お け る 機 器 の 稼 働 は 装 置 内 部 の 実 装 部 品 の 誤 作 動 や 性 能  
低 下 、 ひ い て は 機 器 の 故 障 の 原 因 と な る た め 、 近 年 の 撮 像 装 置 に は 高 い 放 熱 性 能 が 求 め ら  
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ の パ ン チ ル ト 機 構 を 有 す る 撮 像 装 置 は 、 内 部 温 度 環 境 を 改 善 す る た  
め に 、 撮 像 装 置 全 体 で 空 気 が 循 環 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 示 す よ  
う に 、 撮 像 部 を チ ル ト 方 向 に 回 動 さ せ る チ ル ト 駆 動 部 を 、 撮 像 部 を 支 持 す る 支 持 体 に 配 置  
し て い る 撮 像 装 置 が 知 ら れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ８ ５ ２ ０ ４ 号 公 報
【 文 献 】 特 許 ３ ９ ０ ６ ８ ４ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ の よ う な 構 成 の 撮 像 装 置 に お い て 、 放 熱 性 能 向 上 の た め に 、 特 許 文 献 １ の よ  
う な 構 成 を 適 応 し た 場 合 、 チ ル ト 駆 動 部 に も 塵 埃 が 付 着 し て し ま う こ と が 考 え ら れ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 の よ う な 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 駆 動 部 へ の 塵 埃 付 着 を  
抑 制 し つ つ 、 良 好 な 放 熱 が 可 能 な 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に お け る 撮 像 装 置 は 、 カ メ ラ ユ ニ ッ ト と 、 前 記 カ メ  
ラ ユ ニ ッ ト を チ ル ト 回 転 可 能 に 支 持 す る 一 対 の 支 持 部 材 と 、 前 記 一 対 の 支 持 部 材 を 支 持 す  
る 固 定 部 材 と 、 前 記 一 対 の 支 持 部 材 の 一 方 に 配 置 さ れ 、 前 記 カ メ ラ ユ ニ ッ ト を チ ル ト 方 向  
に 回 転 駆 動 さ せ る 駆 動 部 材 と 、 前 記 一 対 の 支 持 部 材 の 他 方 に 配 置 さ れ る 発 熱 部 材 と 、 前 記  
駆 動 部 材 が 配 置 さ れ て い る 前 記 支 持 部 材 を 覆 う 第 １ の カ バ ー 部 と 、 前 記 発 熱 部 材 が 配 置 さ  
れ て い る 前 記 支 持 部 材 を 覆 う 第 ２ の カ バ ー 部 と 、 を 有 す る カ バ ー 部 材 と 、 を 備 え 、 前 記 第  
２ の カ バ ー 部 は 、 外 部 か ら の 空 気 が 流 入 す る 第 １ の 開 口 と 、 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 の 内 部 の  
空 気 が 外 部 に 流 出 す る 第 ２ の 開 口 と を 有 し て お り 、 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 第 ２ の 開 口 か ら  
流 出 し た 空 気 が 流 入 す る 第 ３ の 開 口 と 、 前 記 固 定 部 材 の 内 部 の 空 気 が 外 部 に 流 出 す る 第 ４  
の 開 口 と を 有 し て お り 、 前 記 発 熱 部 材 は 、 前 記 第 １ の 開 口 か ら 前 記 第 ２ の 開 口 へ 流 れ る 空  
気 の 流 路 付 近 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の カ バ ー 部 の 内 部 は 、 前 記 固 定 部 材 の 内 部 の 空 気 が 流  
入 す る こ と を 抑 制 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 駆 動 部 へ の 塵 埃 付 着 を 抑 制 し つ つ 、 良 好 な 放 熱 が 可 能 な 撮 像 装 置 を 提  
供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 例 に お け る 撮 像 装 置 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 例 に お け る 撮 像 装 置 の 断 面 図
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 例 に お け る 撮 像 装 置 の 断 面 斜 視 図
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 例 に お け る 撮 像 装 置 の 断 面 斜 視 図
【 図 ５ 】 第 ２ 実 施 例 に お け る 撮 像 装 置 の 断 面 図
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 例 に お け る 撮 像 装 置 の 断 面 斜 視 図
【 図 ７ 】 第 ３ 実 施 例 に お け る 撮 像 装 置 の 断 面 斜 視 図
【 図 ８ 】 第 ４ 実 施 例 に お け る 撮 像 装 置 の 断 面 斜 視 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 、 添 付 の 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お  
、 本 発 明 に 直 接 関 係 の な い 部 品 に つ い て は 割 愛 し 、 不 図 示 と す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ～ ４ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 撮 像 装 置 で あ る 。 図 １ （ Ａ ） は 撮 像 装 置 １ の 正 面 の  
斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 撮 像 装 置 １ の 背 面 の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ （ Ｃ ） は 、 図 １ （ Ｂ ） か ら 台 座  
部 １ ０ ０ に 対 し て 、 パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ を ９ ０ 度 パ ン 回 転 さ せ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２  
（ Ａ ） は 、 撮 像 装 置 の 断 面 図 で あ る 。 図 ２ （ Ｂ ） は 図 １ （ Ｃ ） の 撮 像 装 置 １ を 背 面 側 か ら  
見 た 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ （ Ａ ） は 、 図 ２ （ Ｂ ） の 一 点 鎖 線 に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る  
。 図 ３ お よ び 図 ４ は 撮 像 装 置 １ の 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 撮 像 装 置 は 、 固 定 部 材 と し て の 台 座 部 １ ０  
０ 、 パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ 、 カ メ ラ ユ ニ ッ ト 部 ３ ０ ０ か ら な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 台 座 部 １ ０ ０ は 、 床 や 机 上 な ど に 設 置 さ れ る 部 分 で あ る 。 台 座 部 １ ０ ０ は 内 部 に 電 気 部  
品 等 を 収 容 し て い る 。 パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ は 、 台 座 部 １ ０ ０ に 対 し て Ｐ 軸 周 り に パ ン 回 転 可  
能 で あ る 。 パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ は 、 軸 受 け ４ ０ １ を 介 し て 台 座 部 １ ０ ０ に 回 転 駆 動 可 能 に 固  
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定 さ れ て い る 。 カ メ ラ ユ ニ ッ ト 部 ３ ０ ０ は 、 パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ に 対 し て 、 Ｔ 軸 周 り に チ ル  
ト 回 転 可 能 で あ る 。 カ メ ラ ユ ニ ッ ト 部 ３ ０ ０ は 、 レ ン ズ 群 や 撮 像 素 子 等 を 備 え 、 パ ン 、 チ  
ル ト 回 転 す る こ と で 所 望 の 方 向 の 画 像 を 撮 影 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ＜ 台 座 部 １ ０ ０ の 詳 細 ＞
　 台 座 部 １ ０ ０ は 、 底 部 の 台 座 部 下 面 板 １ ３ ０ 、 側 面 の 台 座 部 側 面 カ バ ー １ ２ ０ 、 上 部 の  
台 座 部 上 面 板 １ １ ０ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 側 面 の 台 座 部 側 面 カ バ ー １ ２ ０ は 、 背 面 側 の 台 座 部 背 面 板 金 １ ２ ２ と 背 面 側 以 外 の 台 座  
部 カ バ ー １ ２ １ か ら 構 成 さ れ て い る 。 台 座 部 背 面 板 金 １ １ ２ は 、 電 源 や 各 種 配 線 の コ ネ ク  
タ を 有 し 、 電 源 の 供 給 や 外 部 と の 通 信 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 部 の 台 座 部 上 面 板 １ １ ０ は 、 上 面 板 金 １ １ ２ と 上 面 カ バ ー １ １ １ か ら 構 成 さ れ て い る  
。 上 面 板 金 １ １ ２ と 上 面 カ バ ー １ １ １ を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 強 度 が 増 し 、 パ ン 可 動 部 ２  
０ ０ お よ び カ メ ラ ユ ニ ッ ト 部 ３ ０ ０ を 支 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 台 座 部 上 面 板 １ １ ０  
は 、 外 部 と 連 通 す る 開 口 を 塞 い で い る 。 開 口 を 塞 が な い 場 合 、 台 座 部 １ ０ ０ の 内 部 を 流 れ  
る 空 気 が 外 部 へ と 漏 れ る た め 空 気 の 循 環 が 滞 り 、 冷 却 性 能 が 落 ち る こ と に な る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 不 図 示 の 配 線 経 路 に つ い て は 空 気 が 漏 れ る 経 路 に な り や す い 。 例 え ば 軸 受 け ４ ０ １  
の 内 部 は 空 洞 に な っ て お り 、 配 線 経 路 ４ ０ ２ を 通 っ て 台 座 部 １ ０ ０ と パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ を  
接 続 し て い る 。 こ の よ う な 開 口 は 、 例 え ば 、 テ ー プ で 塞 い だ り 、 配 線 押 さ え ４ ０ ３ に よ っ  
て ス ポ ン ジ や パ ッ キ ン を 挟 ん で 配 線 を 抑 え る こ と で 塞 ぐ こ と が 出 来 る 。 そ の 他 の 不 図 示 の  
配 線 経 路 も 必 要 に 応 じ て 隙 間 を 塞 ぐ こ と で 空 気 の 漏 れ を 減 ら す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 台 座 部 １ ０ ０ の 内 部 に は 、 パ ン モ ー タ ２ ５ １ 、 フ ァ ン １ ５ １ 、 台 座 部 回 路 基 板 Ａ １ ４ ２  
お よ び 、 台 座 部 回 路 基 板 Ｂ １ ４ ３ が 収 容 さ れ て い る 。 パ ン モ ー タ ２ ５ １ は 、 カ メ ラ ユ ニ ッ  
ト 部 ３ ０ ０ お よ び パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ を パ ン 方 向 に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 パ ン モ ー タ ２ ５ １ は 、 固 定 風 路 ５ ０ ３ と パ ン 駆 動 部 カ バ ー ２ ５ ２ に よ っ て 隔 離 さ れ て い  
る 。 こ れ に よ り 、 パ ン モ ー タ ２ ５ １ に 、 塵 埃 が 付 着 す る の を 抑 制 で き る 。 フ ァ ン １ ５ １ は  
軸 流 フ ァ ン で あ る 。 台 座 部 回 路 基 板 Ａ １ ４ ２ 上 に は 台 座 部 電 気 部 品 １ ４ １ が 実 装 さ れ て い  
る 。 台 座 部 電 気 部 品 １ ４ １ は 例 え ば 画 像 処 理 に 用 い る Ｉ Ｃ や メ モ リ な ど で あ る 。 近 年 は 撮  
影 す る 画 像 が 高 画 質 化 す る と と も に 画 像 処 理 に 大 量 の 計 算 が 必 要 と な る た め 、 こ れ ら の 電  
気 部 品 や 回 路 基 板 １ ４ １ 、 １ ４ ２ の 発 熱 量 も 増 加 す る 傾 向 に あ る 。 こ の よ う な 発 熱 部 を 効  
率 よ く 冷 却 す る こ と が 課 題 と な っ て い る 。 こ こ で 、 こ れ ら の 電 気 部 品 や 回 路 基 板 １ ４ １ 、  
１ ４ ２ を 第 一 の 発 熱 部 １ ４ ０ （ 固 定 発 熱 部 材 ） と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 の 撮 像 装 置 に お い て は 、 第 一 の 発 熱 部 １ ４ ０ の 上 下 に 台 座 部 放 熱 板 金 Ａ １ ６ ３  
と 台 座 部 放 熱 板 金 Ｂ １ ６ ４ を 配 置 す る 。 ま た 、 第 一 の 発 熱 部 １ ４ ０ と 台 座 部 放 熱 板 金 Ａ １  
６ ３ の 間 を 台 座 部 熱 伝 導 部 材 Ａ １ ６ １ で 接 続 し 、 第 一 の 発 熱 部 １ ４ ０ と 台 座 部 放 熱 板 金 Ｂ  
１ ６ ４ の 間 を 台 座 部 熱 伝 導 部 材 Ｂ １ ６ ２ で 接 続 す る 。 こ れ に よ り 、 第 一 の 発 熱 部 １ ４ ０ の  
発 熱 を 広 い 範 囲 に 熱 伝 導 し て 拡 散 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 熱 伝 導 に よ っ て 温 ま っ た 台 座 部 放 熱 板 金 Ａ １ ６ ３ や 台 座 部 放 熱 板 金 Ｂ １ ６ ４ に フ  
ァ ン １ ５ １ に よ っ て 発 生 す る 空 気 が 当 た る よ う に す る こ と で 、 更 に 冷 却 効 率 を 向 上 さ せ て  
い る 。 フ ァ ン よ る 台 座 部 １ ０ ０ 内 の 空 気 の 流 れ は 、 台 座 部 開 口 Ａ ５ ０ １ （ 第 ３ の 開 口 ） か  
ら 流 入 し 、 台 座 部 開 口 Ｂ ５ ０ ２ （ 第 ４ の 開 口 ） よ り 排 気 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 こ  
の よ う に 空 気 が 流 れ る 風 路 を 固 定 風 路 ５ ０ ３ と 呼 ぶ 。 全 体 の 風 の 流 れ に つ い て は 図 ３ を 用  
い て 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 ＜ パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ の 詳 細 ＞
　 パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ は 、 可 動 部 支 持 板 ２ １ ０ 、 支 持 部 材 と し て の 一 対 の カ メ ラ ユ ニ ッ ト 支  
持 柱 ２ ３ １ 、 カ バ ー 部 材 と し て の 可 動 部 外 装 カ バ ー ２ ２ ０ を 有 す る 。 可 動 部 支 持 板 ２ １ ０  
に は 一 対 の カ メ ラ ユ ニ ッ ト 支 持 柱 ２ ３ １ が パ ン 回 転 軸 を 中 心 に 対 向 す る よ う に 固 定 さ れ て  
い る 。 カ メ ラ ユ ニ ッ ト 支 持 柱 ２ ３ １ は 、 カ メ ラ ユ ニ ッ ト 部 ３ ０ ０ を チ ル ト 方 向 に チ ル ト 回  
転 可 能 に 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 対 の カ メ ラ ユ ニ ッ ト 支 持 柱 ２ ３ １ の 一 方 に は 、 駆 動 部 材 と し て の チ ル ト モ ー タ ー ２ ５  
０ が 配 置 さ れ 、 一 対 の カ メ ラ ユ ニ ッ ト 支 持 柱 ２ ３ １ の 他 方 に は 、 可 動 部 回 路 基 板 ２ ４ ２ お  
よ び 可 動 部 電 気 部 品 ２ ４ １ が 支 持 さ れ て い る 。 チ ル ト モ ー タ ー ２ ５ ０ は ギ ア や ベ ル ト 等 を  
介 し て カ メ ラ ユ ニ ッ ト 部 ３ ０ ０ を チ ル ト 駆 動 す る 。 本 発 明 の 撮 像 装 置 の 外 装 カ バ ー は 、 台  
座 部 １ ０ ０ と パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ で 分 割 さ れ て い る た め 、 台 座 部 １ ０ ０ 内 の 発 熱 が パ ン 可 動  
部 ２ ０ ０ の 外 装 カ バ ー に 伝 わ り に く い 。 従 っ て 、 台 座 部 １ ０ ０ 内 に 全 て の 発 熱 源 を 配 置 す  
る よ り も 、 パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ に も 発 熱 源 を 配 置 し 、 分 散 さ せ て パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ の 外 装 カ  
バ ー か ら も 放 熱 す る の が 有 効 で あ る 。 本 発 明 の 撮 像 装 置 は か か る 理 由 よ り パ ン 可 動 部 ２ ０  
０ に も 可 動 部 回 路 基 板 ２ ４ ２ お よ び 可 動 部 電 気 部 品 ２ ４ １ を 配 置 す る 構 造 と し て い る 。 こ  
こ で 、 可 動 部 回 路 基 板 ２ ４ ２ お よ び 可 動 部 電 気 部 品 ２ ４ １ を 第 二 の 発 熱 部 ２ ４ ０ （ 発 熱 部  
材 ） と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ に 搭 載 さ れ た 第 二 の 発 熱 部 ２ ４ ０ や チ ル ト モ ー タ ー ２ ５ ０ は 可 動 部 外  
装 カ バ ー ２ ２ ０ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 本 実 施 例 に お け る 可 動 部 外 装 カ バ ー ２ ２ ０ は 、 パ  
ン 可 動 部 ２ ０ ０ の 外 周 を 覆 う 可 動 部 外 面 外 装 カ バ ー ２ ２ １ と カ メ ラ ユ ニ ッ ト 部 ３ ０ ０ の 下  
の 可 動 部 内 面 外 装 カ バ ー ２ ２ ２ に 分 割 し て い る が 、 分 割 位 置 は 必 ず し も こ の 位 置 で あ る 必  
要 な い 。 更 に 多 く の 部 分 に 分 割 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 可 動 部 外 装 カ バ ー ２ ２ ０ は 一 対 の カ メ ラ ユ ニ ッ ト 支 持 柱 ２ ３ １ を 別 々 に 覆 う 。 ２ つ の カ  
メ ラ ユ ニ ッ ト 支 持 柱 ２ ３ １ に 取 り 付 け ら れ た 、 第 二 の 発 熱 部 ２ ４ ０ と チ ル ト モ ー タ ー ２ ５  
０ の 間 の 空 気 の 流 れ を 遮 る 仕 切 り 構 造 ２ ３ ０ を 有 す る 。 本 実 施 例 で は 、 仕 切 り 構 造 ２ ３ ０  
は カ メ ラ ユ ニ ッ ト 支 持 柱 ２ ３ １ お よ び 可 動 部 支 持 板 ２ １ ０ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 可 動  
部 外 装 カ バ ー ２ ２ ０ と 仕 切 り 構 造 ２ ３ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た 空 間 の う ち 、 第 二 の 発 熱 部 ２  
４ ０ を 収 容 す る 空 間 は 可 動 部 外 装 カ バ ー ２ ２ ０ （ 第 ２ の カ バ ー 部 材 ） に よ っ て 形 成 さ れ て  
い る 。 ま た 、 可 動 部 外 装 カ バ ー ２ ２ ０ に は 、 可 動 部 開 口 Ａ ６ ０ １ （ 第 １ の 開 口 ） 、 可 動 部  
支 持 板 ２ １ ０ に 可 動 部 開 口 Ｂ ６ ０ ２ （ 第 ２ の 開 口 ） を 有 す る 。 ま た 、 こ の 間 に 空 気 が 流 れ  
る こ と で 可 動 風 路 ６ ０ ３ を 形 成 し て い る 。 つ ま り 、 第 二 の 発 熱 部 ２ ４ ０ は 、 可 動 部 開 口 Ａ  
６ ０ １ か ら 可 動 部 開 口 Ｂ ６ ０ ２ へ 流 れ る 空 気 の 流 路 付 近 （ 流 路 上 ） に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 チ ル ト モ ー タ ー ２ ５ ０ を 収 容 す る 空 間 は 、 第 二 の 発 熱 部 ２ ４ ０ を 収 容 す る 空 間 の  
よ う な 開 口 を 有 し て い な い 。 す な わ ち 、 チ ル ト モ ー タ ー ２ ５ ０ が 配 置 さ れ る 側 に は 、 可 動  
部 外 装 カ バ ー ２ ２ ０ お よ び 可 動 部 支 持 板 ２ １ ０ に 開 口 が な い 。 さ ら に 、 言 い か え る と 、 可  
動 部 外 装 カ バ ー ２ ２ ０ お よ び 可 動 部 支 持 板 ２ １ ０ （ 第 １ の カ バ ー 部 材 ） の 内 部 は 、 台 座 部  
な ど 外 部 か ら の 空 気 が 流 入 す る こ と を 抑 制 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 台 座 部 １ ０ ０ か ら 空  
気 が 流 れ て き て 、 チ ル ト モ ー タ ー ２ ５ ０ に 塵 埃 が 付 着 し て し ま う こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 第 二 の 発 熱 部 ２ ４ ０ は 、 可 動 部 熱 伝 導 部 材 ２ ６ １ を 介 し て 可 動 部 放 熱 板 金 ２ ６ ２  
に 接 続 し て い る 。 こ れ に よ ち 、 第 二 の 発 熱 部 ２ ４ ０ で 発 生 し た 熱 を 広 い 範 囲 に 熱 伝 導 し て  
広 げ て い る 。 ま た 、 可 動 部 放 熱 板 金 ２ ６ ２ に 、 可 動 部 開 口 Ａ ６ ０ １ か ら 流 入 し た 空 気 が 当  
た る こ と で 第 二 の 放 熱 部 ２ ４ ０ を 効 率 良 く 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 空 気 循 環 の 詳 細 ＞
　 次 に 、 図 ３ を 用 い て 本 実 施 例 に お け る 全 体 の 空 気 の 流 れ を 説 明 す る 。 台 座 部 １ ０ ０ 内 部  
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に は 台 座 部 開 口 Ａ ５ ０ １ と 台 座 部 開 口 Ｂ ５ ０ ２ を 接 続 す る 固 定 風 路 ５ ０ ３ が 形 成 さ れ て い  
る 。 台 座 部 開 口 Ｂ ５ ０ ２ に は フ ァ ン １ ５ １ が 配 置 さ れ て い る 。 フ ァ ン １ ５ １ に よ り 、 固 定  
風 路 ５ ０ ３ 内 の 空 気 を 台 座 部 開 口 Ｂ ５ ０ ２ か ら 外 部 に 排 出 す る 。 ま た 、 固 定 風 路 ５ ０ ３ は  
負 圧 に な る た め 、 台 座 部 開 口 Ａ ５ ０ １ よ り 空 気 が 流 入 す る 。 台 座 部 １ ０ ０ と パ ン 可 動 部 ２  
０ ０ の 間 は 接 続 空 間 ７ ０ ０ を 有 す る 。 接 続 空 間 ７ ０ ０ か ら 台 座 部 開 口 Ａ ５ ０ １ に 空 気 が 流  
出 す る た め 、 接 続 空 間 ７ ０ ０ が 負 圧 に な り 、 可 動 部 開 口 Ｂ ６ ０ ２ よ り 空 気 が 流 入 す る 。 可  
動 部 開 口 Ｂ ６ ０ ２ よ り 空 気 が 流 入 す る と 可 動 風 路 ６ ０ ３ 内 が 負 圧 に な る た め 可 動 部 開 口 Ａ  
６ ０ １ よ り 外 気 が 流 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 電 気 部 品 や 回 路 基 板 １ ４ １ 、 １ ４ ２ な ど の 第 一 の 発 熱 部 １ ４ ０ や 可 動 部 回 路 基 板  
２ ４ ２ お よ び 可 動 部 電 気 部 品 ２ ４ １ な ど の 第 二 の 発 熱 部 ２ ４ ０ は 、 上 記 の よ う な 空 気 の 流  
れ に よ り 、 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 外 気 を 撮 像 装 置 内 に 取 り 込 み 発 熱 部 を 効 率 よ く 冷 却 す る こ  
と が で き る と と も に 、 チ ル ト モ ー タ ー ２ ５ ０ に 塵 埃 が 付 着 し て し ま う こ と を 抑 制 で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 撮 像 装 置 に つ い て 図 ５ お よ び 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。  
図 ５ は 、 実 施 例 ２ に お け る 断 面 図 で あ る 。 図 ６ は 、 実 施 例 ２ に お け る 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 例 １ で は 筐 体 内 全 体 を 風 路 と し て 利 用 し て 風 路 内 の 発 熱 部 を 冷 却 し て い た が 、 実 施  
例 ２ で は 筐 体 内 に ダ ク ト 状 の 風 路 を 設 け 、 ダ ク ト 状 の 風 路 の 外 部 に 第 一 の 発 熱 部 １ ４ ０ お  
よ び 第 二 の 発 熱 部 ２ ４ ０ を 接 触 さ せ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 一 の 発 熱 部 １ ４ ０ お よ び 第 ２  
の 発 熱 部 ２ ４ ０ に 塵 埃 が 付 着 す る の を 抑 制 し つ つ 、 発 熱 部 を 効 率 よ く 冷 却 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ で は フ ァ ン １ ５ １ は 軸 流 フ ァ ン で あ り 、 台 座 部 開 口 Ｂ ５ ０ ２ の 前 に 配 置  
し た が 、 実 施 例 ２ は 遠 心 フ ァ ン を 用 い て お り 、 台 座 部 開 口 Ａ ５ ０ １ の 内 側 に 配 置 し て い る  
。 ま た 、 実 施 例 １ で は 可 動 部 開 口 Ａ ６ ０ １ を カ メ ラ ユ ニ ッ ト ３ ０ ０ と パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ の  
間 に 設 け た が 、 実 施 例 ２ で は 、 パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ の 外 装 ケ ー ス ２ ２ １ に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 例 ２ で は 、 台 座 部 開 口 Ａ ５ ０ １ か ら 台 座 部 開 口 Ｂ ５ ０ ２ へ 空 気 が 流  
れ る よ う に 形 成 さ れ た ダ ク ト を 備 え 、 第 一 の 発 熱 部 １ ４ ０ は 、 ダ ク ト の 外 に お い て ダ ク ト  
に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 同 様 に 、 実 施 例 ２ で は 、 可 動 部 開 口 Ａ ６ ０ １ か ら 可 動 部 開  
口 Ｂ ６ ０ ２ へ 空 気 が 流 れ る よ う に 形 成 さ れ た ダ ク ト を 備 え 、 第 二 の 発 熱 部 ２ ４ ０ は 、 ダ ク  
ト の 外 に お い て ダ ク ト に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 外 気 を 撮 像 装 置 内 に 取 り 込 み 発 熱 部 を 効 率 よ く 冷 却 す る こ と が で  
き る と と も に 、 チ ル ト モ ー タ ー ２ ５ ０ に 塵 埃 が 付 着 し て し ま う こ と を 抑 制 で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る 撮 像 装 置 に つ い て 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 実  
施 例 ３ に お け る 断 面 斜 視 図 で あ る 。 実 施 例 ３ は パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ が 実 施 例 １ と 同 じ 構 成 で  
、 台 座 部 １ ０ ０ が 実 施 例 ２ と 同 じ 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 つ ま り 、 可 動 部 開 口 Ａ ６ ０ １ を カ メ ラ ユ ニ ッ ト ３ ０ ０ と パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ の 間 に 設 け て  
い る 。 ま た 、 フ ァ ン は 、 遠 心 フ ァ ン を 用 い て お り 、 台 座 部 開 口 Ａ ５ ０ １ の 内 側 に 配 置 し て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 外 気 を 撮 像 装 置 内 に 取 り 込 み 発 熱 部 を 効 率 よ く 冷 却 す る こ  
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と が で き る と と も に 、 チ ル ト モ ー タ ー ２ ５ ０ に 塵 埃 が 付 着 し て し ま う こ と を 抑 制 で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 ４ に お け る 撮 像 装 置 に つ い て 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ８ は 、 実  
施 例 ４ に お け る 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 実 施 例 ４ は パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ が 実 施 例 ２ と 同 じ 構 成 で 、 台 座 部 １ ０ ０ が 実 施 例 １ と 同 じ  
構 成 で あ る 。 可 動 部 開 口 Ａ ６ ０ １ を パ ン 可 動 部 ２ ０ ０ の 外 装 ケ ー ス ２ ２ １ に 設 け て い る 。  
フ ァ ン １ ５ １ は 軸 流 フ ァ ン で あ り 、 台 座 部 開 口 Ｂ ５ ０ ２ の 前 に 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 外 気 を 撮 像 装 置 内 に 取 り 込 み 発 熱 部 を 効 率 よ く 冷 却 す る こ  
と が で き る と と も に 、 チ ル ト モ ー タ ー ２ ５ ０ に 塵 埃 が 付 着 し て し ま う こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 例 示 に よ り 説 明 し た が 、 本 発 明 の 範 囲 は こ れ ら の 実 施 形 態 に 限 定  
さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 目 的 に 応 じ て 変 更 ・ 変 形 す る こ と が 可 能  
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １   撮 像 装 置
　 １ ０ ０   台 座 部
　 １ ４ ０   第 一 の 発 熱 部
　 １ ５ １   フ ァ ン
　 ２ ０ ０   パ ン 可 動 部
　 ２ １ ０   可 動 部 支 持 板
　 ２ ２ ０   可 動 部 外 装 カ バ ー
　 ２ ３ １   カ メ ラ ユ ニ ッ ト 支 持 柱
　 ２ ４ ０   第 二 の 発 熱 部
　 ２ ５ ０   チ ル ト モ ー タ ー
　 ３ ０ ０   カ メ ラ ユ ニ ッ ト 部
　 ５ ０ １   台 座 部 開 口 Ａ
　 ５ ０ ２   台 座 部 開 口 Ｂ
　 ５ ０ ３   固 定 風 路
　 ６ ０ １   可 動 部 開 口 Ａ
　 ６ ０ ２   可 動 部 開 口 Ｂ
　 ６ ０ ３   可 動 風 路
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

JP 7665352 B2 2025.4.21(10)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ｈ０４Ｎ 23/695 (2023.01)

ＦＩ
　Ｈ０４Ｎ 23/695 　　　　 　　　

ヤノン株式会社内
審査官　 越河  勉

(56)参考文献 特開２０１３－０８５２０４（ＪＰ，Ａ）
特開２０１９－１９１４６６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１４－１３０２０５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｈ０４Ｎ    ２３／５２
Ｈ０４Ｎ    ２３／６９５
Ｇ０３Ｂ    １５／００
Ｇ０３Ｂ    １７／００
Ｇ０３Ｂ    １７／５５
Ｇ０３Ｂ    １７／５６


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

